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III 第 6回国際伝統医薬シンポジウム・富山（1997)

主 題：アフリカの伝承医薬の現状と将来

開催期日：平成9年12月10～11日

開催場所：北日本新聞社ホール

1 ) Persicaria stagninaから単離したセスキテルペン， stagninol，の抗炎症，鎮痛，利尿作用：

Muniruddin Ahmed （夕、、ッカ大学，パングラテV ュ）

2）アフリカ熱帯雨林狩猟採集民Bakaの病因論：佐藤弘明（浜松医科大学）

3）グイ・ブ会ッシュマンの治療儀礼と薬草：今村 薫（名古屋学院大学）

4）ケニヤの半農半牧民チャムスの自家治療における民族医学：河合香吏（静岡大学）

5）植物エキスからの医薬品製造における科学的手法： TembaVemba （キンシャサ大学，コンゴ共和国）

6）カザ・パソロ：中央アフリカ，アザンデにおける文化結合症候群： ArminPrinz （ウィーン大学，オー

ストリア）

7）中央アフリカ，アカ・ピグミーにおける宇宙と精神の一部としての伝統医学： SergeBahuchet （フラ

ンス国立科学研究センター，パリ）

8）狩猟採集民アカの食物禁忌と治療：竹内 潔（富山大学）

9）ゴリラ，チンパンジー，ピグミーチンパンジーの薬草利用の可能性：黒田 末書（滋賀県立大学）

10）森林部族ガンドウの疾病と治療：伝統にみる動植物資源の利用：武田 淳（佐賀大学）

11）アフリカ伝統薬物の戦略的研究手法： JoseNzunzu Lami (CANAP R&D JAPAN LTD.) 

12）カメルーン南部のピグミーの民族医学と栄養摂取： NgimaMawoung Godefroy （ヤオンデ大学，カメ

ノレーン）

13）東アフリカの薬用植物と伝統医学の民族植物学的研究： John0. Kokwaro （ナイロビ大学，ケニア）

14）アフリカ類人猿の自己治療的行動に見出された文化圏一人間の伝統医薬を進化的な観点から考える：

Michael A. Huffman （京都大学霊長類研究所）




